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働
き
方
改
革
の
一
環
で
あ
る

業
務
の
効
率
化

Q 

業
務
の
効
率
化
に
対
し
こ
れ
ま
で
、

ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
し
て
き
た
の
か
。

A 

企 

機
構
改
革
、
職
員
の
適
正
な

定
数
管
理
、
個
人
の
目
標
管
理
に
よ
る

業
務
の
進
捗
管
理
や
見
直
し
、
提
案
型

協
働
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

Q 

Ｒ
Ｐ
Ａ
と
Ａ
Ｉ
の
違
い
は
。 

A 

企 

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、
業
務
の
内
容
を

職
員
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
、
そ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
内
容
に
従
い
、
自
動
的
に
業
務

を
繰
り
返
す
仕
組
み
。
Ａ
Ｉ
は
膨
大

な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
も
と
に
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
自
ら
判
断
す
る
仕
組
み
。

Q 

各
自
治
体
に
お
け
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導

入
事
例
は
。

A 

企 

知
多
管
内
で
は
、
大
府
市
で
、

７
月
か
ら
本
格
的
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
運
用
を

開
始
し
、
半
田
市
、
東
海
市
、
阿
久
比

町
は
、
現
在
、
実
証
実
験
を
行
っ
て
い

る
。
知
多
市
、
東
浦
町
も
本
年
度
中
に

実
証
実
験
を
行
う
。

Q 

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
報

告
さ
れ
て
い
る
か
。

A 

企 

大
府
市
で
は
、
税
の
特
別
徴
収

異
動
届
出
書
の
入
力
業
務
の
81
・
７
％
、

年
間
で
約
１
４
７
時
間
の
削
減
。
ま
た
、

要
介
護
者
デ
ー
タ
の
処
理
及
び
手
紙
の

作
成
業
務
は
96
％
、
年
間
で
約
10
時
間

の
削
減
。
年
金
の
徴
収
開
始
通
知
作
成

業
務
は
97
％
、
年
間
で
約
６
時
間
の
削

減
を
見
込
む
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

Q 

シ
ナ
リ
オ
や
テ
ン
プ
レ
ー
ト
と
呼

ば
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
誰
が
ど
の
よ

う
に
作
成
す
る
の
か
。

A 

企 

基
本
的
に
は
、
一
連
の
作
業

手
順
の
シ
ナ
リ
オ
作
成
を
職
員
が
行
う

こ
と
に
な
る
。
作
成
は
実
務
を
理
解
し

て
い
る
所
管
課
の
担
当
職
員
が
作
成
す

る
こ
と
が
理
想
だ
が
、
職
員
の
人
事
異

動
後
の
運
用
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

武
豊
町
の
取
り
組
み

Q 

武
豊
町
で
は
、
ど
の
程
度
Ｒ
Ｐ
Ａ

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
い
る
か
。

A 

企 

電
算
担
当
者
会
議
の
場
に
お

い
て
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
自

治
体
向
け
の
操
作
説
明
会
な
ど
に
参
加

し
、
理
解
を
深
め
て
い
る
。

Q 

実
証
実
験
を
行
う
た
め
に
は
、
ど

れ
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
の
か
。

A 

企 

１
カ
月
程
度
の
短
期
間
の
ラ

イ
セ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
、
無
償
ま
た
は
、

か
な
り
の
安
価
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

Q 

Ｒ
Ｐ
Ａ
を
導
入
し
た
場
合
、
ど
ん

な
効
果
が
得
ら
れ
る
の
か
。

A 

企 

現
在
の
と
こ
ろ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
を

導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
業
務
の

効
率
化
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
防
止
、

時
間
外
勤
務
の
削
減
が
期
待
で
き
る
。

Q 

導
入
効
果
の
あ
る
業
務
は
、
ど
の

よ
う
に
抽
出
す
る
か
。

A 

企 

可
能
性
の
あ
る
業
務
を
調
査

し
た
後
、
各
担
当
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

務
内
容
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
抽
出
す
る
。

Q 
武
豊
町
で
の
、
導
入
の
可
能
性
は
。

A 
町
長 
き
め
細
か
な
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
繋
げ
る
手
段
と
し
て
、
導
入
を
検

討
す
る
。
他
市
町
の
状
況
や
具
体
的
な

業
務
の
内
容
な
ど
か
ら
、
課
題
の
精
査

を
行
う
必
要
が
あ
り
、
電
算
シ
ス
テ
ム

の
リ
プ
レ
ー
ス
時
期
で
あ
る
、
令
和
５

年
度
の
導
入
を
総
合
的
に
検
証
す
る
。

Q 

国
や
県
か
ら
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
の
た
め

の
補
助
金
な
ど
は
あ
る
の
か
。

A 

企 

総
務
省
の
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
か
か

る
経
費
に
対
す
る
特
別
交
付
税
措
置
に

つ
い
て
把
握
し
て
い
る
。
措
置
内
容
は

措
置
率
０
・
３
。
主
な
対
象
経
費
は
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ラ
イ
セ
ン
ス
、
導
入

設
定
作
業
、
保
守
・
サ
ポ
ー
ト
、
研
修
、

業
務
分
析
な
ど
。

政和クラブ
石川 義治 議員

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
早
期
導
入
を

会派代表 町政を問う！

（
※
Ｒ
Ｐ
Ａ
：
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。

  　

職
員
が
行
っ
て
き
た
事
務
作
業
の
一
部
を
自
動
化
す
る
仕
組
み
）
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空
き
家
の
発
生
を
抑
え
、
危
険
と
な

る
恐
れ
の
あ
る
「
特
定
空
き
家
」
を
減

ら
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

空
き
家
の
件
数
は
減
少

Q 

現
在
の
空
き
家
の
状
況
は
。

A 

総 

平
成
28
年
度
の
「
武
豊
町
空

き
家
等
対
策
計
画
」
策
定
時
で
は
、
空

き
家
の
件
数
は
１
４
５
件
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
か
ら
の
情
報
提
供
に

よ
る
新
規
追
加
や
、
外
観
目
視
調
査
に

よ
る
取
り
壊
し
の
確
認
な
ど
に
よ
り
増

減
が
あ
り
、
今
年
５
月
現
在
で
は
、
90

件
の
空
き
家
を
確
認
し
て
い
る
。

き
ち
ん
と
し
た
空
き
家
管
理
を

Q 

管
理
不
全
度
が
高
い
空
き
家
に
対

し
て
、
行
政
の
対
応
は
。

A 

総 

空
き
家
の
所
有
者
や
管
理
者

に
対
し
て
、
管
理
不
全
空
き
家
が
他
人

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
場
合
、
損
害
賠

償
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
と
の
内
容

を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
送
付
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
分
で
管
理
が
難
し
い
場
合

は
、
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
い
る
。

Q 

美
浜
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
活
用
し
た
管
理
代
行
を
行
う
制
度

が
あ
る
が
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

A 

総 

県
内
で
は
、
美
浜
町
と
昨
年
度

か
ら
安
城
市
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
活
用
し
た
管
理
代
行
を
行
っ
て
い
る
。

　

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
他
市
町

の
実
績
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、
そ
の

効
果
と
影
響
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

空
き
家
の
利
活
用
を

Q 

高
齢
者
の
サ
ロ
ン
な
ど
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

施
設
と
し
て
空
き
家
を
利
活
用
す
る
場

合
に
、
補
助
を
出
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
が
考
え
は
。

A 

総 

国
土
交
通
省
が
所
管
す
る
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
あ
る

「
空
き
家
再
生
等
推
進
事
業
」
を
住
民

の
方
や
事
業
者
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

危
険
な
空
き
家
に
対
し
行
政
代
執
行
を

Q 

「
特
定
空
家
等
」
の
行
政
代
執
行

に
つ
い
て
、
本
町
の
考
え
は
。

A 

総 

空
き
家
の
解
体
な
ど
は
、
所
有

者
の
責
任
に
お
い
て
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、「
特
定
空
家
等
」
の
認

定
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
慎
重
に
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
案
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

空
き
家
解
体
に
補
助
を

Q 

今
後
、
空
き
家
対
策
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

A 

町
長 

半
田
市
・
常
滑
市
・
美
浜
町
・

南
知
多
町
で
空
き
家
解
体
を
目
的
と
し

た
補
助
制
度
が
あ
る
。

　

今
後
、
空
き
家
の
解
消
に
つ
な
が
る

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
対
策
を
講
じ
る
。

Q 

半
田
市
・
東
海
市
・
知

多
市
・
東
浦
町
・
美
浜
町
で

は
耐
震
基
準
に
満
た
な
い
住

宅
の
解
体
に
補
助
を
出
し
て

い
る
が
考
え
は
。

A 

総 

空
き
家
解
体
の
補

助
に
つ
い
て
検
討
す
る
時
に
、

旧
耐
震
基
準
の
住
宅
解
体
の

補
助
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

▲ 危険な空き家

会派代表町政を問う！

きずな
青木 宏和 議員

早
急
に
空
き
家
対
策
の
実
施
を
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会派代表 町政を問う！

　

長
年
使
用
し
て
い
た
敷
地
内
集
落
排

水
管
の
蓋
が
破
損
、
け
が
を
す
る
事
故

が
発
生
。
安
心
し
て
利
用
す
る
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
な
の
か
。

蓋
破
損
の
原
因
は
何
か

Q 

今
回
発
生
し
た
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

の
破
損
原
因
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

A 

建 

一
般
的
な
破
損
原
因
と
し
て

は
、
耐
荷
重
オ
ー
バ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

設
置
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
車

両
重
量
に
対
応
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
蓋
が
耐
荷

重
以
上
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
た
の

が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Q 

現
在
は
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
な

い
大
き
さ
の
蓋
が
な
ぜ
使
用
さ
れ
た
の

で
す
か
。
材
質
上
の
問
題
は
な
か
っ
た

の
で
す
か
。

A 

建 

蓋
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、

特
に
、
指
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

材
質
上
の
問
題
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

点
検
・
安
全
使
用
の
周
知
を

Q 

集
落
排
水
敷
設
時
に
、
各
家
庭
に

対
し
て
取
り
扱
い
説
明
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
ま
し
た
か
。

A 

建 

マ
ス
の
清
掃
や
流
し
て
は
い

け
な
い
も
の
な
ど
の
使
用
方
法
に
つ
い

て
は
説
明
し
ま
し
た
が
、
蓋
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
の
周
知
は
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

Q 

今
回
の
破
損
事
故
と
同
様
の
蓋
が

使
用
さ
れ
て
い
る
家
庭
の
調
査
や
点

検
・
周
知
の
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

A 

建 

同
規
格
の
蓋
が
11
件
使
用
さ

れ
て
お
り
、
職
員
が
各
家
庭
を
周
り
、

周
知
し
ま
し
た
。

　

今
後
適
切
な
維
持
管
理
に
つ
な
が
る

よ
う
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
な
ど
で

周
知
を
図
っ

て
ま
い
り
ま

す
。

 

　

こ
れ
か
ら
外
国
人
労
働
者
が
多
く
な

り
ま
す
。
外
国
人
と
の
融
和
で
、
地
域

活
力
が
う
ま
れ
る
よ
う
な
社
会
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
外
国
人
に
日
本
語
を

Q 

「
日
本
語
教
育
推
進
法
」
が
施
行

さ
れ
、
日
本
語
を
学
び
た
い
外
国
人
な

ど
す
べ
て
に
、
日
本
語
教
育
を
受
け
る

機
会
を
最
大
限
確
保
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ

ま
す
か
。

A 

企 

日
本
語
教
育
を
希
望
さ
れ
る

外
国
人
に
対
し
て
、「
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

日
本
語
教
育
を
受
け
る
機
会
の
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
増
加
や
会
場
の
増
加
に
伴

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
増
員

を
図
っ
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
へ
の
日
本
語
教
育
の
推
進
を

Q 

現
在
、
日
本
語
教
育
を
必
要
と
す

る
外
国
人
児
童
生
徒
は
何
人
お
ら
れ
ま

す
か
。

A 

教 

小
学
生
17
人
、
中
学
生
７
人

い
ま
す
。

Q 

「
入
国
管
理
法
」
が
改
正
さ
れ
、

10
年
間
の
就
労
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
の
高
校
進
学
に
対
応
で
き
る
日

本
語
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
外
国
人

児
童
生
徒
へ
の
日
本
語
教
育
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
か
。

A 

教 

日
本
語
指
導
教
員
、
国
際
交

流
員
、
各
学
校
教
員
に
よ
り
、
必
要
と

さ
れ
る
日
本
語
教
育
の
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

日本共産党議員団
梶田　進 議員

安
心
し
て
利
用
す
る
た
め
に　
　

日
本
語
教
育
の
徹
底
を
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災
害
時
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
、
介

護
を
必
要
と
す
る
方
の
避
難
は
、
現
状

の
方
法
で
は
、
厳
し
い
場
合
が
あ
る
。

　
　災

害
弱
者
の
防
災
対
策
は

Q 

福
祉
避
難
所
は
、
開
所
ま
で
の
協

議
が
難
し
く
、
時
間
を
要
す
る
た
め
、

公
共
施
設
で
避
難
弱
者
の
方
の
た
め
の
、

対
応
可
能
な
一
次
避
難
所
の
設
置
は
で

き
な
い
か
。

A 

総 

災
害
予
測
か
ら
福
祉
避
難
所

を
開
設
す
る
ま
で
も
な
く
、
役
場
で
一

般
の
方
と
は
別
に
空
き
の
あ
る
会
議
室

等
で
の
対
応
は
可
能
で
あ
る
。

Q 

平
成
29
年
3
月
、
定
例
会
に
お
い

て
故
冨
永
議
員
の
一
般
質
問
で
、
避
難

弱
者
の
方
々
の
福
祉
避
難
所
へ
の
直
接

誘
導
を
取
り
上
げ
て
、
検
討
課
題
と
の

答
弁
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
そ
の
後

ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た
か
。

A 

町
長 

現
在
、
福
祉
避
難
所
と
し
て

登
録
を
お
願
い
し
て
い
る
一
部
の
事
業

者
よ
り
、
施
設
の
収
容
上
可
能
な
限
り

と
は
な
り
ま
す
が
、
発
災
当
初
か
ら
の

福
祉
避
難
所
と
し
て
、
受
け
入
れ
も
考

え
て
い
る
と
の
お
返
事
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

時
間
外
で
の
対
応
、
避
難
可
能
ス

ペ
ー
ス
な
ど
に
つ
い
て
調
整
を
行
い
ま

す
。

Q 

ど
の
く
ら
い
を
目
途
に
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
か
。

A 
町
長 
各
事
業
者
と
、
協
定
締
結
に

向
け
て
、
年
内
か
ら
年
明
け
に
か
け
て

話
し
合
い
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　

　

近
年
乳
児
用
の
災
害
備
蓄
品
と
し
て
、

液
体
ミ
ル
ク
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
乳

児
用
液
体
ミ
ル
ク
は
、
液
状
の
人
工
乳

を
容
器
に
密
封
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
ま
ま
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
を
！

Q 

液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
が
必
要
と
考

え
る
が
、
本
町
の
考
え
は
ど
う
か
。

A 

総 

液
体
ミ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、

水
や
ガ
ス
を
使
う
こ
と
な
く
、
哺
乳
瓶

に
移
し
か
え
る
だ
け
で
そ
の
ま
ま
飲
む

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
特
に
災
害
時
に

は
有
効
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、

重
量
が
か
さ
む
こ
と
、
ま
た
温
度
管
理

が
難
し
い
こ
と
や
、
保
存
年
月
が
短
い

こ
と
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

Q 

武
豊
町
が
、
協
定
締
結
を
し
て
い

る
業
者
が
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
に
液
体

ミ
ル
ク
の
備
蓄
を
依
頼
す
る
こ
と
は
、

で
き
な
い
か
。

A 

総 

物
質
供
給
の
協
定
締
結
先
に

対
し
て
優
先
配
給
品
目
の
中
に
、
液
体

ミ
ル
ク
を
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

直
接
保
管
す
る
必
要
も
な
い
た
め
、
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

　

今
後
、
速
や
か
に
現
在
の
協
定
締
結

事
業
者
や
、
そ
れ
以
外
の
事
業
者
と
の

締
結
に
つ
い
て
、
配
給
品
目
の
内
容
の

検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公明党議員団
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福
祉
避
難
所
へ
の
直
接
誘
導
を

会派代表町政を問う！


